
防災科字技術儘合研兜邊靱篇7号　1967年3月

551，524：551，551．8：551，584．2

冷害気象の局地的発現機構に関する研究（第1報）

　　　　　　　　　　　　　　小沢行雄・岩切敏・井上君夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立防災科学技術センター

　　　　　　　　　　Stl1di6s　om　tl1e　M㏄ha皿ism　of　Occ11rmme　of　Coo1

　　　　　　　　　　　　　S㎜mmer　at　a　Sma11Area（Report　I）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町

　　　　　　　　　　　　　　Y．OZAWA，S．1WAKmI　and　K㎜OUE

　　　　　　　　　　　」Va〃oれα’Rε8εατcんCε〃ετ／oτD三8α8竈ετPτε〃ε冗〃o仏　ro此μo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　1．　　The　observation　point　No．2was　set　up　at　a1inear　distance　of　about

2km　from　the　observation　point　No．1，but　this　distance　produced　very　smaユ1

horizonta1ch㎝ges　in　the　air　mass　characteristics，and　the　effects　of　naturaユfea－

tures　of　the1oca1ity　were　rather1arge，so　that　the　process　of　property　change

cou1d　not　be　grasped　from　the　resu1ts　of　surface　observation；

　　2．　　As　for　the　distributions　of　air　temperature　and　wind　ve1◎city　at　heights

of　more　tha．n10m　from　the　ground，owing　to　defects　in　observing　instruments

and　hindra皿ce　by　rainfaユ1，　sufficient　data　cou1d　not　be　obtained　this　tin1e　and　the

detaiユed　ana1ysis　was　not　conducted，but　it　was　found　that　the　accumu1ation　of

observationa1data　in　detai1of　air1ayers　at1east　more　than10m　high　above　the

ground　is　irαportant　for　the　quantitative　e　stim．ation　of　the　process　of　horizonta1

change　in　characteristics　of　the　air　mass．

　　3．　　Characteristics　of　the　heat　conditions　on　grass1and　were　that　the

storageheat　in　soi1was　very　sm虹1，and　that　the　process　of　heat　re1ease　from

the　soiユ1ayer　to　the　air1ayer　onξm　average　was　observed　in　the　midd1e　of　Sep－

tember．　Furthermore，because　of　defectiveness　in　h㎜ユidity　measurement　a

1argediscrepancywas　seenbetweenthe　va1ues　of1atent　heat且ux　estimated　bythe

gradient　method　and　those　by　the　heat　baユance　method，but　a　comparative1y　good

agreementwas　obtaj．ned　i皿regardto　sensib1e　heat且ux．

1．はしが壱　　　　　　　　　　　　　　　　的な冷害防止対策を樹立することに貢献しようと

　冷害被害度に局地差をもたらす主要原因は異常

低温の局地的差臭にあると考えられる．この研究

は低温の局地的差異をもたらす要因の一つてある
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
気塊の水平的輸送過程に歩ける変質を定■的に把

握して，変質の法則性を明らかにし，冷害時の局

地的温度分布の的確な予想を通じて地域的に具体

するものである．

　したがってこの研究では対象とする地域をもっ

とも水平的変質の大きいと考えられる沿岸部数㎞

の範囲に限定している・著考の1人小沢（1966）が

明らかにしているように，低海水温に面している

北目本地域では，風向によって内陸気温分布に大
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きな差異があり，海寄りの風のとき冷害年には内

陸部の温度は海岸からの距帷にほぼ直線的比例に

近い上昇傾向を示している．これは他面からみれ

ば，沿岸部では冷海風の影讐が強く、，内陸部の地

表面から受ける変質iを上回っていることを示し

ていると考えられる．このような接地境界層の発

達に関卓している海風の鉛直樽造や地表面の鴛状

態庄どについての詳細庄資料はまだ得られていな

い．

　そこでわれわれは気塊の水平的変質過程を追究

するうえで最も良い条件を備えていると考えられ

る北海道十勝平野の沿岸部を対象として還定し．

現地観測を実施した．今年は研究の初年度てあη

たため，観測器材の調達その他で気象条件の適切

な時期を観測期問にとることができず，加えて観

測期問が天候に恵言れをかったこと．言た二点同

時観測ははじあての試みであったことなどの原因

が亘なって，十分な資料を得ることがでさなかっ

たが，とりあえず結果の概要を報告する．

　在疹，この現地観測に当っては北海道開発局帯

広開発建設部！・防衛庁陸上白衛隊・国立北海道£

業試験場・気象庁高層気象台をはじめ現地各機蟹

の方々の歩世話になった．特に係留気球による低

層観測は高層気象台観測第1課長中島正一技官が

直接担当され，観測ならぴに資料の整理に当られ

た．また北海道£試気象研究室の蔭原忠室長・石

黒忠之・阿部博史・桜谷哲夫の各技官には移動硯

測ならぴに地上観測について，陸上自衛隊の各位

には電源の供給拾よぴ各種観測について多大のご

援助を得た．頁に観測器材の準備期間中には£業

技術研究所の谷信膚・内島讐兵衛・久保祐雄各技

官から有益な示唆を得た．ここに記して衷心より

謝意を表する次第である・

　2．現地観測の慨要

　　2．1　領測の場所

　現地齪測の対象として遺定した場所は北海道十

腸郡浦幌町トイドツキ地区で，十勝川川口と大津

川川口の中問に位竈している．係留気球による観

測を行を蝪合には半径1㎞の樋囲に高圧竈湿の

在いことが要求されて拾り，言た一方われわれの

研究目的からして海岸につら・なってできるだけ広

い平坦地が開けていることが要求されるわけであ

るが，この地区はそれらの点で息まれた条件にあ

る．観測地点は海岸汀源から約m　mはなれた草

地上と．海岸像から約2㎞内陸に入った現地£家

の放牧畑とに遺ぴ，前考を第1観測点，後者を第

2観測点と名付けることにした．第1硯測点は堆

萩砂上の草原にあるため比較的乾燥し易い条件下

にあり，海寄りの風の強いところである．これに

対し第2観測点は泥炭地を天地返しした放牧用草

地で比政的湿った状態にあった．両観測地点とも

周囲はいずれもよく閑けていた．

　2．2　偏測項目・測器の配‘

　第1齪測点：地上0．5，1．2．4，6mの高さの気温・

湿度，地中2，10cmの深さの地温を低抗式自螂平

衡型温度計（飯尾冒機製）で，風速は同じ高さに

ついて理工研式小型ロビンソン風速計（佐野屋鉄

工所製）を用いて，放射iについては地上1．5m

の高さに設置した純放射計・短汲放射計‘東亜技

術セ；／ター製）によって白記記像させた．地上6

m以上の観測については球形気球（容潰約12m3）

を使用して60mの高さ言で3点（20，40，60m切

気温のみをサーミスター指示温度計‘籔尾冒機理）

によって測定した．またこの場所には冒源がなか

ったので本田技研製のホンダE－m0（発電機、

を迎転して給冒を行なった．このため第1観測点

では5時から旭時までの観測記像だけで夜間の資

料は得られていない．

　第2竈測点：地上観測については第1観測点と

ほとんど同じである．ただ，風速の記急方式をデ

ィジタルカウンターの数字をカメラ（日本光学ニ

コンF2・モー、タードライプ・自⑰切替タィマー

違結）で撮影する方式によって】0分拾きの記息を

とったこと，歩よぴ放射についてゴルチンスキー

型1ヨ射計を別にと）つけたことの2点が異をって

いる．第2観測地点の地上倶測体系の遠景を示せ

ぱ写真一1のと拾りである．次に低層観測につい

写真一1　第2倶測点の遠景
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ては，高層気象台から搬送してきた係留気球（気

流型・実容積黎m3）を用いて地上700mの高さま

での気温・風速・風向の観測を行なった．気温は

サーミスター温度計，風速はサーミスター風速計

により，風向は気球の向きによって測定した．気

球上昇時には各観測高度で1分間ずつ滞留させて

記録をとり，また下降時には速度を100㎜■minに

調節して連続記録をとるようにした．な拾，係留

気球操作用ウインチの電源として，陸上自衛隊の

ディーゼル発電機（3相，200V）を稼動してい

ただいた．写真一2に係留気球を示す．

　　2．3　移動観測

　第1および第2観測点における定点観測とは別

に，12目から14日にかけて自動車による移動観測

を実施した．これは海岸からの距離によつて気温

・湿慶がどのように変化しているかの概況を知る

ために行なわれたものであり，観測は北海道農試

の藤原室長らが担当した．使用した測器はアスマ

ン通風乾湿計およぴサーミスター指示温度計であ

る・観測地点は図一1に示すと拾りである． 写真一2　係留気球
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図　　　1 観測地点の位置
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　　2，4　齪測期問中の天気慨況

　観測準備期間中の9月10目に台風19号が北海道

南海上を東た通過し九ため，当目午後は強い風雨

’に見舞われ大．11日から12目にかけ天気は回復し

たが雲が多く，目中も温度があまり上昇せずうす

ら寒い感じであった．13目には日射量もかなり多

く（497ca1c｛2day→）昼問はやや昇温したが

朝方にはかなり冷え込んだ一14日は終日霧雨に見

舞われ，係留気球観測に支障（q線の吸湿による

漏電のため〕をきたした．15目には早朝に氾蟹が

発生したが7時ごろには消失した．朝方の冷え込

みはさぴしく帯広の資料によれぱ目中温度も平隼

より4～5℃低目であったと思われる．

　これら4目問の観測期問中に，第1・第2両観

測点を違ねる方位（海岸纏にほぼ直角）に平行な

ESE～SEの風（海風）が吹いたのは13日の大部

分と15目午前の一都てある、

　な埼，参考までに観測期間中の正時の地上天気
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図を示せぱ図一2のと拾りである・

　3．観測結果ならぴに考察

　付表一1に観測期問中の5時から旭時まで（目

の出～目の入り）の毎定時の温度・水蒸気圧・風

速の1O分聞平均値の鉛直分布資料が，また付表一

2には移O観測結果が示されている、

　そのうちから前に述ぺたように海風の吹送した

13目およぴ15目の一部の資料を図示したものが図

一3である．これをみると，海岸部の第1観測点

の気温は内陸郡の第2観測点のそれよりも，どの

時刻に拾いても高く，予想されたような内陸部に向

かっての昇温現象は認められない・そこて気塊の

移動による観測値の時間的なズ1■の有無を確かめ

るために両地点の気温自記記像の比較を行なった

（厘劃一4－a1－b，　、、

　この図をみると，15目の11～13時（風向SE。風

Sept－13．1966

091｝0　　　1100　　　　1300
SE＿E　　　　　　SE　　　　　　　　　SE

　　NOユ

気　温（℃）

　Sept．I5．1966

0go0　　　　　1100　　　　　1300
SE－E　　　　　　　SE～S　　　　　　　SE

図一3ω　両地点の気温鉛直分布（9月13日） 図一31b1両地点の気温鉛直分布（9月15目）
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速3～5．5m■s、に拾ける気温変動は，ほとんど

歩くれがなく大体平行的な変化を示しているが，

13目には午前中の9時～10時半ごろまでの徴風時

（2．5m■s以下）には海岸部の温度変化の様相が

若干の変形と歩くれを示しながら内陸部の記像に

表われていることがわかる．しかしこれも風速が

3m■s以上になったそれ以降の時刻では，両地点

問の温度変化がほとんど平行的と在り，しかも海

岸部の変化の方が高温でかつ振幅が大きく，内陸

に向かっての昇温現象が認められない．湿度につ

いても結果はまち言ちではっきりした傾向は認め

られなかった．

　結局，地上6mまでの気象要素の記録からは気

塊の変質過程をさぐり出すことはきわめて困難で

あった．玲そらくこれらの地上観測値はそれぞれ

の観測地点付近の地表状態（土壌・地被の違いな

ど）の影讐を強くうけ，その度合いが約2㎞間に

気塊がうける変質iを上回っていると考えること

が妥当のようである．

　図一5は海岸から直線距離で17，5kmまでの移

動観測による温度分布を示したものである．この

蟹測値は地上約1．5mの高さで得られたものであ

るが，定点観測の結果とは若干異在っている．す

なわち第2観測点の気温の方がごくわずかではあ

るが第1観測点よりも高温の場合も観測されてい

るのである．しかしながら移動観測につきものの

時間補正に誤差が入りこむので，この程度の違い

は誤差の範囲内とも考えられる．むしろわれわれ

は，今回設定したような海岸から2㎞程度の笛囲

に拾ける温度上昇量は移動観測に拾いてもきわめ

て小さく，最大でも0．6℃であった事実に注目し

たい．海岸から6㎞の距離にある養老，更に9㎞

の距離にある吉野あたり言でを含めても平均昇温

率はO．2℃■㎞あるいはそれ以下になっているの

である．このことから判断して，気象状態によっ

て違いはあろうが平均1℃内外の昇温が期待でき

る海岸線からの距離は約5㎞内外のところにある

とみてよい．したがって次隼度以降の観測点の設

定に当っては，測器の測定精度等も考慮して測点

問距離を5㎞以上雛しえ方がよいと考えられる．

　次に低層観測の結果について藺単にふれてみよ

う．図一6に両地点で同時に資料の得られた地上

60mまでの気温鉛直分布の例を示してある．これ

らをみると，地表付近では第1観測点の方が高温

であっても，上空にゆくに従ってその差が縮まり

第2観測点の方が高温になるという例が見られる．

もちろん観測緒果はこのよう友ものぱかりでなく

6Dmの高さまで第1観測点の方が高温である場合

も多い．したがって一方的な断定は慎まなけれぱ

ならないが，少なくとも地上観測結果の考察で述
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頃

ぺたように，地表付近の測定値は測点付近の地表

状態の影讐が水平的輸送過程での変質iを上回る

図一6　気温鉛直分布の比較

のではないかという推定の一つの夏付けにはなる

のではなかろうか．またこの事実から，気塊の水

平的変質量をはっきりと把握するためには地上10

m以上の低眉観測を強化しなければならないこと

が結論づけられる．

　4．草地上の熱状態

　以上述ぺたように今回の観測に拾いては，その本

来の目的である気塊の水平的変質量をとらえるこ

とには失敗した．しかしこく明に実施した地上観

測結果から，この地方に歩けるこの時期の地表熱

状態をある程度明らかにすることはでさる．そし

て地表の熱的条件を知ることは次年度以降に予定

している気塊の水平的変質に関する数値実験の重

要な基礎でもあり．また防災対策上の知見を得る

うえにも不可欠の事項である．このよう在意味で，

われわれは比較的観測条件にも息言れていた第2

観測点に拾ける測定値から，12～15目の4目閻の

熱収支計算を行在った．

　一般に草地上の熱収支は次式であらわされる．

　S＝6〃．十Z＋一B　　　　　　　　　　　　｛11

　ここで，∫：純放射i，〃：潜熱伝達量，

　z：顕熱伝達量，B：地中熱伝達量である．た

　だし111式では植被層に拾ける熱の授受は無視さ

　れている．

　111式の各項のうち，5は純放射計で測定されて

拾り，3は地温測定値から次のように近似的に評

価できる．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に狂ける気温OC），～・2：高さ1，2に抽ける水

・プ物祭バo㌢竿②蒸鴛簑1狐表面がよく湿。ている場

’ただし，0，ρ：土oの比熱，密度，この計算

では各種文献を参照の上Cρ：0．8C・G・S・と仮

定した．亙：地温不変層の深さ（この場合は目変

化についてのそれで約坦C耐），62，θ1：時刻き2，

（における深さ亙問の平均地温を示す．

　ω式を次のように書さ換える一

5　＿　B　＝　4厄　十　Z　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛3，

　131式の右辺はボーエニ！比βを導入することによ

って次のように〃．と工とに分帷できる・

　　　　　　　（s－B）
　　　〃　；　　　　　　　　　　　　　　　　141
　　　　　　　（1＋β）

　　　　　　　（∫一引β
　　　Z　昌　　　　　　　　　　　　　　　　　151
　　　　　　　（1＋β）

ここでβ一。。（7・一「2），τ1，τ、高さ・，・

　　　　　　　　　01i．2

合には0．4以下であることが知られている．われ

われの場合，地表面温度の測定を欠いていること，

拾よぴ後で述ぺるように湿度傾度の測定結果に信

頼が拾きがたかつたこともありて各時刻ごとのボ

＿エン比を算出しないことにして，気温と永蒸気

圧の鉛直傾度資料を参考にしてβ＝O．48と仮定し

てこの値を4目問通して用いることにした・した

がつて〃．zの評価には系続的誤差が含まれてい

ると考えなければならをい・しかしながら・この

ようにしてともかく熱収支各項の大きさを求める

ことがてきたわけで，その日変化を示したものが

図一7である．
　な拾，これとは別に温度・湿度・風速の鉛直分

布資料から，Pasqui11（1950），Rider（1954）

の式によって〃　とzとを算出した（傾度法）・

　60

　50

ミ40

ど30
桜

篶20
簑

　10

　0

5　　　9　11　13　15　17　5　7　9　11　13　15　17

　70

　60

ミ50

－40
唇
握

減30

　20

　10

　0

Sept－13 Septl15

！　＼
’！／∵ノ1！

57q11121局17

1　■　」　　■　■　■一　　　　　　’　　　　　　　　　　■■…7　　q　　11　　12　　1弓　　17

5　　　7　　　　9　　　11　　　13　　　15

時　刻

17 7911131517時　刻

図一7 熱収支各項の目変化
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すなわち，

　　　1・比2（〃2一ω1）（91－g2）
4坦＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　161
　　　　11・（茅芋）〕2

。一箏’ρ’μ（吻一・・）（θ・一θ・、　　m

　　　　l1・（持）〕2

　これをみると，全短波放射量・純放射■につい

ては12日と14日が同程度，13日と15目とが大体同

程度の値を示していることがわかる　次にこれら

の熱の配分をみると12日は純放射量が少ないにも

かかわらず地中伝達熱量‘貯留熱）は13目と同程

度となっている　14・15目の貯留熱は前2日のそ

れの約2分の1近くで非常に小さい・これを一般

の両式によった．ここで，ム（ヵルマニ・定数）＝　　に用いられている貯無比で示すと，0・32・O・14，

O．4，0pρ（空気の熟容量）呂O．288x1O・3　　　0．18，α11となり特に15目の値が小さいことがわ

（cal㎝・3deg．1），d：地面修正量，（ω2，μ1），　かる・これは15目になつて冷たい大陸高気圧圏内

（92，91），（θ2．θ1）：高さ（22，・1）に抽ける風　　に入り気温が急激に低下傾向を示し始めたため・

速・絶対配度・気温を示す．　　　　　　　　　　　昼間の地温上昇がわずかな時間に限られたことに

　以下簡単に4日間の熱収支について説明を加え　　よる・

よう．言ず熱収支各項の昼間積算量をみると次表　　　言た，気温と10㎝の深さの地温との時間的変化

のと歩りである．　　　　　　　　　　　　　　　をみると（付表一1），15目を除き地温の方が気

　　　　　　　　　　　　熱収支各項の昼問積算量（cal　cm‘2daジ1）

Sept．12　　　　　　　　Sept．13

心　　∫　〃　z　8　心　　∫　〃　　z　眉

　　226　132　61　29　42　497　304　174　86　44

　　　　　　　　　　　㈲　心：

温よりもかなり高く，平均的にみれば昼夜を通じ

て土籔から大気にむけての放熱過程に入っている

ことを示している．

　次に図一7に示されている熱収支各項の目変化

についてふれてみよう．全期間ともに純放射量は

全短波放射■に対応して変化し貯留熱が比較的小

さいため，潜熱・顕熱伝違iは相対的に大きな値

で純放射の日変化に対応して変化しているのがみ

られる．潜熱・顕熱伝達量は前述のとおりβの妥

当と思われる値を仮定して分雌評価したものであ

るから詳細な説明は差し控えることにしたいが，

目合計凸から判断してほぼ妥当危値とみてよいで

あろう．

　ところで，潜熱・顕熱伝達量については傾度法

による計算も実施したので，これら両法による値

の比較を行在ってみた．その結果によれば，顕熱

伝達iについては両方式による値が比較的よく一

致したが，潜熱伝達£については傾度法による値

が非常に小さ＜両者は大さく会い違つている．

熱収支法による潜熱伝達量の評価にも誤差が含ま

れているであろうとは前述のと拾りであるが，こ

の違いの主因は湿球温度の測定がうまくいかなか

ったことにあると考えている．つまり湿球に対す

る水の補給が十分でなく総体的に湿度傾度を過小

Sept．14

月3

206

∫

114

6亙

64

z

30

B

20

Sept．15

心

542

∫

257

6”

155

z

74

B

28

全短波放射量；dayはこの場合13hrにとつてある．

評価する結果をまねいたものと判断される・傾度

法を用いる場合には特に湿度測定に注意する必要

があると反省している次第てある一

　5．要　　灼
　本年度は研究の初年度として，現地観測用器材

の調達に多大の労力を費やしたが，研究対象が季

節的に限定されているため係留気球など測器の一

部が現地観測に間に合わず，十分な観測体制をと

ることができなかった．また観測時期も若千機を

失したうらみもあったが，観測要貝の訓練をも兼

ねて予備的現地観測を実施したわけである．い言

それらの結果を要約すると次のようになる．

　ω　第1観測点（海岸）からの直線距雌が約2

㎞の地点に第2観測点を設けたが，この程度の距

帷では気塊の水平的変質iはきわめて小さく（温

度の場合0．2℃■㎞以下），局所的な地物の影讐

の方が大きくでて地上観測結果からは変質過程を

とらえることがてきなかりた．

　移動観測結果からの判断によると測点問距雌は

5㎞以上にとることが妥当のようであり，また低

層観測資料によれば水平的変質過程の定■的評価

の基礎は少在くとも地上10m以上の気眉の詳細な

観測結果であることが理解でさる．

　②　高度10m以上の気温・風速分布については
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観測計器の不備ならぴに降雨による故障等のため，

今回は十分な資料が得られていないので詳しい解

析はでさなかった．しかし今回の経験を通じて，

測器・観測方法等の改良についての知見を得るこ

とができたのは収穫であった．

　③　草地上の熱状態について特徴的在ことは，

地中伝達熱量が非常に小さく，9月中旬に拾いて

平均的にみると地層から気層への放熱過程に入っ

ていたことである・重走湿度測定に不備があっえ

ため，傾度法による潜熱伝達量の推定値と熱収支

法によるそれとの問に大き底食い違いがみられた

が，顕熱伝達iについては比較的よい一致が得ら

れた．

　14〕本隼度の現地観測の経験から今後の観測で

特に留意すぺき点を列挙すると次のと拾りである．

　　ん　観測期間を大幅に延長するとともに適期

　に笑施すること．少なくとも正味2〕目問の

　観測が必要である．

旺　地上観測用測器と係留気球観測用測器と

　の統一をはかり．特に係留気球による観測

　を格段に強化すること。

C，平均値の観測だけでなく大気の乱れの構

造を把握できるような測器および観測体系

　を組むこと．

D．メソスケーノレの気象状態との関連づけを

考えることができるようあらかじめ配慮し

　て歩くこと．

E．電源のない場所に観測地点を設置する際

　には発電機を2台そ在えて拾くこと．

　　　　　参　考　文　献

小沢行雄（1966），防災科学技術総合研究報告第6号

p．59～64．
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冷害気象の局地的発現機構に関する研究（第1報）一小沢・岩切・井上一

付表一11a〕気温・地温 T　empe　r　a　t　u　r　e　s（oC）

Obs．P． 岨　　2 ㎜　1
　　　Heigh向J－ST

6 4 2 1 O．5 一0．02 一〇．1 6 4 2 1 O．5 一0．02 一0．1

SePt・12

0500～0510 14．O 14．O 14．O 13．8 14．O 15．7 16．8 ・ i ‘ 一 i 一 i
0600～0610 13．7 13．7 13．7 13，6 13．6 15．7 16．7 ・ 一 ■ 一 ■ 一 i
0700～0710 14．2 14．2 14．3 14．5 14．5 15．9 16．6 一 ■ 一 一 一 ・ ．

0800～0810 14．7 14．7 14．7 14．8 14．8 16．2 16．9 14．6 14．6 14．8 1512 15．2 16．8 16．8
0900～0910 14．3 14．3 14．5 15．O 15，0 16．8 16．9 14．6 14．6 14．6 15，2 15．2 16．9 16．9
1000～l010 14．2 14．2 14．6 14．8 15．3 17．4 16．9 15．O 15．O 15．0 16．0 16，2 17．1 16．9
1100～1110 13．8 13．8 14．2 14．5 14．8 17．6 1710 14．8 14．7 14．8 15．5 15．7 17．5 17．O
1200～1210 14．3 14．3 14．8 15．2 15，6 18．3 17．2 15．3 14，3 14．5 16．O 16．2 17，8 17．0
1300～1310 14．0 14．0 14．5 14．9 15，3 18．8 17．3 15．3 1413 14．5 15．5 15，9 18．1 17，7
1400～1410 14．6 14．6 15．4 15．8 16．2 19．7 17，5 16．4 15．0 15．5 16．6 17．2 18，5 17．3
1500～15三〇 13，8 13．8 14．1 ユ4．2 14．3 19．2 17．8 14．3 1412 14．5 15．O 15．1 18．9 17，5

1600～1610 13．7 13．7 13．8 13．9 13．9 18．4 17．9 14，O 14．O 14．0 14．5 14．5 18．7 17．8
1700～1710 13．5 13．5 13．5 13．5 13．5 13．8 18．0 13．8 13．8 13．8 14．1 14．1 18．4 17．8
1800～1810 13，3 13，3 13，3 13．3 13．3 17．0 17．8 一 ‘ ■ 一 i i 一

SePt．13

0500～0510 11．7 11．7 11．5 11．4 11．3 14．2 16．3 12．1 12．1 1211 12．0 12．O 一 一

0600～0610 12．0 12．8 12．8 12．9 13．2 14．6 16，2 12．9 12．9 12．9 13．3 13．3 15．5 16．1
0700～0710 13．7 13．7 13．8 14．0 14．0 15．3 16．0 13．7 13．7 13．7 14．2 14．2 15，6 16．1
0800～0810 14．3 14．3 14．8 15．2 15．7 16．7 16．0 15．8 15．5 15．5 16．2 16．1 16．O 16．1
0900～0910 14．3 14．5 14．8 15．2 15．7 18．1 16．2 15．3 15．3 15．3 16．5 17．2 16．5 16．1
1000～1010 17．O 17．2 17．5 17．9 18，3 21，3 16．3 16．O 15．8 16．3 17．5 18，2 17．4 16．3
1100～1110 14．4 14．4 14．8 15．2 15．5 21．1 16．8 14．8 14．8 15．2 16．2 16．3 18．3 16．6
1200～1210 14．7 14．9 15．4 15．8 16，5 21．8 17，3 15．3 15．7 16．3 17．5 18．O 18．6 17．O
1300～1310 14．8 14．8 15．3 15．8 16．7 21．6 17．8 15．6 15．7 16．O 17．2 17．8 19，2 17．3
1400～1410 14．4 14．7 15．O 15．4 15．9 21．0 18．1 14．7 15．5 15．8 17．2 17．O 19．5 17．7
1500～1510 14．3 14．5 14．7 15．0 15．320，2 18，4 15．5 15．5 15．8 16．5 17．O 19．6 17，9
1600～1610 13．8 13．8 工3，8 工3．9 14．O 19．2 18．5 14．1 14．2 14．1 15．2 15，2 19．2 18，O
1700～1710 13．4 13．4 13．4 13．3 13．3 18．1 18，5 13．7 13．8 13．7 14．7 14．7 18．2 18．O
1800～1810 13．3 13．3 13．3 13．1 13．1 17．4 18．4 ． 一 一 一 一 i 一

Sept．14

0500～0510 12．1 12．1 1211 11．9 11．9 14．5 16．3 1211 12．3 12．3 12．4 12．4 15．8 16．2
0600～0610 12．2 12．2 12．2 12．2 12．2 14．5 16．3 12．3 12．4 12．4 12．7 12．7 15．7 16．2
0700～0710 12．2 12．2 12，3 12．5 12．5 14．8 16．2 12．4 12．7 12．7 12．7 12．7 15．7 16．1
0800～0810 12．3 12．3 12．5 12．7 12．7 1510 16．O 12．3 12．7 12．8 13．2 13．2 15．8 16．O
0900～0910 12．7 12．7 12．8 13．3 13．3 15．2 16．O 12．8 13．2 13．2 13．7 13．7 15．8 16．0
1000～1010 13．2 13．2 13．4 13，6 13．6 15．5 16．O 13．3 13．6 13．7 14．2 14．2 16．0 16，O
1100～1110 13．3 13．3 13．3 13．5 14．2 15．8 16．0 13．8 14．O 14．8 15．5 15．8 16．1 16．1
1200～1210 13．1 13．2 13．5 13．7 14．O 16，5 16．1 13．5 13．5 13．8 14．3 14．3 16．1 16．1
1300～1310 14．0 14．2 14．4 14．7 14．9 16．7 16．2 14．O 14．0 14．3 15．0 15．2 16，7 16，2
1400～1410 14．2 14．2 14．5 14．6 14．8 17，5 16．3 15．2 15．2 15．2 15．8 15．8 17．O 16．3
1500～1510 15．0 15．0 15，3 15．5 15．7 17，5 16．5 15．7 15．7 15．7 16．2 16．2 17．3 16．4
1600～1610 14．7 14．7 14．8 14．8 14．9 17．2 16．6 15．0 15．O 15．0 15．5 15．5 17．4 16，7
1700～1710 14．8 14．8 14，8 14．8 14．8 16．7 16，7 14，9 14，8 14，9 15．1 15，1 17．3 16，7
1800～1810 14．2 14．2 14．2 14．1 14．1 16．3 16．8 14．5 14．6 14．5 14．7 14．7 17，1 16．7

一13一



冷害気隻の局地的発現む箏ならぴに人工5による局地気象改良に
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0bs．P． ．　　　　岨2 ㎜。1
V石万h而’・J’ST＼　　　　　　　＼

6 4 2 1 0，5 一0．02 一〇．1 6 4 2 1 0．5 一002一0．1

SePt．15

0500～0510 6，5 6．5 6．5 6．5 6，5 11．5 15．0 6．4 6．4 6．4 6．2 6．2 14．0 15．2

0600～0610 7，3 7．3 7．3 7．3 7．3 13．5 14．7 7．3 7．2 7．3 7．5 7．5 13．7 15．O

0700～0710 10．0 10．2 10．6 11．0 13．4 14．2 14．4 9．7 9．7 9．8 10．2 10．2 13．7 14．9

0800～0810 13．0 13．O 13，0 13．2 13．8 15．0 14．3 13．O 13．2 13．4 13．8 13．8 14．O 14．8
0900～0910 14．2 14．3 14．8 15．1 15．4 18．O 14．4 14．O 14．3 14．5 15．8 17．O 14．8 14．9
1000～1010 15．0 15．3 15．6 16．O 16，3 19．5 14．7 15．9 16．4 16．8 17．7 18，7 15．7 15．0
1100～1110 ］5．7 16．O 16．3 16，8 17，1 19．7 15．1 15．8 16．O 16．5 17．4 18．0 16．4 15．3
1200～1210 16．5 16．8 17．2 17，5 17．8 20，0 15．8 1713 17．8 18，3 19．3 19．8 17．O 15．6
1300～1310 15．5 15．5 15．7 15．9 16．2 19．8 16．2 17．2 16，8 17．2 17．O 17．2 17．9 15．9
1400～1410 17，O 17．1 17．4 17．7 18．1 19．0 16．5 17．O 17．O 17．4 17．8 18．1 18．2 16．3
1500～1510 17．1 17．1 17．3 17．5 17．7 18．0 16．7 15．9 16．0 16．O 17．3 17．3 18，4 16．6
1600～1610 16．8 16．8 16，8 17．O 17．O 17．5 16．8 17．O 17，0 17．O 17．5 17．5 17．9 16．8
1700～1710 14．8 14．3 13．5 13．O 12．0 16．4 16．7 14．9 14．2 13．6 13．5 13，4 17．6 16．9
1800～1810 12，1 11．5 10．2 9．4 9．2 15．3 16．5 ・ 一 一 一 ’ ‘ 一

付表一11b1水蒸気圧Water　VaPour　Pressure（㎜Hg〕

0bs．P． 岨　2 M」　1

。。。㍗ 6 4 2 1 O．5 6 4 2 1 0．5

Sept．12

0500～0510 11．23 11．23 11．23 11．30 11．36 ■ ■ ■ ’ 一

0600～0610 11．26 11．26 11，26 11，38 11．43 一 ． ‘ ’ ‘

0700～0710 11，26 11．26 11．46 11．47 11，48 一 ‘ ． ’ 一

0800～0810 11．38 11．38 11．51 11．68 11．80 11．31 11．31 11．46 11，64 11．79
0900～0910 11，33 11．33 11．48 11．63 11．74 11．31 11．31 11．21 11．59 11．98
1000～1010 11，51 11．51 11．69 11．90 12．16 11．23 11．23 11．74 12．02 12．45
1100～1110 11．21 11．21 11．48 11．52 11．58 11．28 11．28 11．58 12．14 12．71
1200～1210 11．3．3 11．33 11．58 11，88 12．09 工0．96 10．96 11．36 11．37 11．66
1300～1310 11．11 11．11 11．36 11．66 11．80 10．96 10．96 11136 12．14 12134

1400～1410 11．43 11．43 11．80 12．10 12．45 11，11 11．11 11．23 11．92 12．08
1500～1510 11．08 11．08 11．13 11．30 11．46 10．88 10．88 11．01 11，23 11，51
1600～1610 11．08 11．08 11．08 11．20 11．23 10．98 ］O．98 11，11 11，18 11．46

1700～1710 11．61 11，61 11．61 11．61 11．61 一 ・ ． ． ．

1800～1810 11．46 11．46 11．46 11．47 11．48 一 ■ ‘ ’ ‘

Sept．13

0500～0510 10．08 10．08 10．工8 10．25 10．31 一 ．． ・ ’

0600～0610 10．97 10．97 10．97 10．98 11．01 10．92 11．15 11．15 11133 11．33

0700～0710 10．02 10．02 10．46 10．96 10．98 10．27 10．27 10．26 10．26 10．88

0800～0810 10．21 10．21 10．58 10，80 11．13 10．22 10．22 10．60 11，14 11．54

0900～0910 10．58 10．68 10，96 10，46 11．99 10．70 10，70 11．08 11．12 11，68

1000～1010 10．50 10．51 11．14 10．32 11．53 10．61 10．60 10．83 11．27 11．82

1100～1110 10，78 10．78 10．96 11．31 11．62 10．71 10．71 11．01 11．27 11．69

1200～1210 10．62 10．53 11．28 11．50 12．03 10．71 10．70 10．83 11．53 11．82

1300～1310 10．71 10．71 11．08 11．48 12．20 10．55 10．60 10．98 11．29 11．68

1400～1410 10．91 10．86 11．23 11，63 12．07 10．63 10．72 11．08 11．63 12．10

1500～1510 10．96 10．96 11．13 11．55 11．98 10．68 10．72 11．08 11．38 11．29

1600～1610 10．58 10．58 10，83 10，90 10．98 10．43 10．63 10．78 11．01 11．13

1700～1710 10．55 10．55 10．55 10．57 10．60 ■ 一 一 ‘ i
1800～1810 10．60 10．60 10．60 10．59 10．58 ‘ ‘ 一 ’ ．
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冷害気象の局地的発現欄むに関ナる研究（第1報）一小沢・岩切・井上一

0bs一．P．
岨2 岨　1

Helght㎞
JST 6 4 2 1 O．5 6 4 2 1 O，5

Sept．14

0500～0510 10．11 10．11 10．11 10．24 10．26 10．23 10．37 10．37 10．44 10．44
0600～0610 10．06 10．06 10．06 10．10 10．18 10．13 10．32 10．32 10．41 10．41
0700～0710 10．18 10．18 10．25 10．27 10．29 10．08 10．41 10．41 10．50 10．70
0800～0810 10．13 10．13 10．27 10．35 10．41 10．13 10．29 10．44 10．53 10．53
0900～0910 10．17 10．17 10．36 10．37 10．38 10．24 10．41 10，41 10．51 10．51
1000～1010 10．28 10，28 10，43 11，00 11．18 10．22 10．32 10．64 10．83 11，01

1100～1110 10．22 10．22 10．72 10．80 10．88 10．20 10．36 10．63 10．86 11．08

1200～1210 10．58 10．58 10．74 10．85 10．98 10．74 10．74 11．08 11．33 11．51
130Φ～1310 11，11 11．38 11，53 11．70 11193 10．98 11．23 11，46 11，74 工2，03

140ト1410 11．26 11．26 11．36 11，57 11．79 11．64 11．79 11．90 11．99 12．39
1500～1510 11．74 11．74 11．98 12．18 12，30 11．78 11．77 11．91 12，18 12．59
1600～1610 11．77 11，77 11．85 11．87 11．93 11．87 11．87 11．87 12．01 12．01
1700～1710 11．85 11．85 11．85 11．85 11．85 11．93 12．06 12．06 12．22 12．22
1800～1810 11．89 11．89 11，89 11．70 11．68 12．00 12．08 12．13 12，29 12．29
SePt，15

0500～0510 7．26 7．26 7．26 ・ i 7．21 7．21 7．21 7．11 7．11

0600～0610 7．67 7．67 7，67 一 一 7．57 7．62 7．67 7．78 7，78

0700～0710 8．88 8．78 8．91 ‘ 一 8．81 8．81 8．98 9．34 9．34

0800～0810 8．61 8．61 8．96 9．20 9，73 8．26 8．28 8．64 8．91 9．38

0900～0910 9．26 9．36 9．84 10．34 10．91 8．65 8．68 8，90 9．22 9．47
1000～1010 8．53 8．86 9．32 9．82 10．32 8．67 8．66 9．07 9．50 9，62
1100～1110 9．10 9．10 9．82 9．90 10．00 9．36 9．78 9．85 9．90 10．23
1200～1210 7．67 7．87 8．51 940 9．57 8．50 8．45 8．81 9．32 9．98
1300～1310 7．81 8．17 8．42 8．72 9．02 8．51 8．71 8．51 8．85 9．12
1400～1410 7．89 8．56 8．41 8．70 8．99 8．00 8．00 8．41 9．07 9．17
1500～15工0 8．19 8．50 8．70 9．05 9．50 9．12 9．12 7．36 8．71 7，74

1600～1610 8．46 9．07 8．95 9．50 9．85 9．22 9．22 9．60 9．60 9．85
1700～1710 8．16 8．46 8．65 8．80 8．99 8．90 9．05 9．45 9，74 10．55
1800～1810 7．38 7．68 7．68 7．67 7．65 一 一 ’ ’ ‘

付表一11c1風速Wind　Veloc　ity（m■sec）

0bs．P．
心2 岨　1

Wind
　　　　eighJST

dir㏄’

6 4 2 1 0．5 6 4 2 1 O．5 tiOn

Sept，12

0500～0510 4．1 3．8 2．9 2．2 1．8
一 ． 一 一 ．

】
≡
】

0600～0610 3．1 2．8 2．2 1．7 1．3
一 ‘ i ‘ 一 E

0700～0710 3．9 3．5 2．9 2．3 1．7
‘ 一 一 ‘ ‘ E

0800～0810 3．9 3．5 2．8 2．2 1．7 4．4 4．O 3．3 2．6 2．O E
0900～0910 4．0 3．9 3．3 2．5 1．9 3．5 3．2 2．8 2．3 1．7 E
1000～1010 3．8 3．5 2，9 2．3 1．6 3．7 3．4 3．1 2，6 1．9 E
1100～1110 3．8 3．5 2．8 2．2 1．6 2．6 2．5 213 2．0 1．3 E

1200～1210 4．2 3．8 3．2 2．4 2．O 3．7 3．4 3．0 2．5 1．9 E

1300～1310 2．4 2．3 1．9 1．5 1．1 2．5 2．5 2．3 1．9 1．5 E
1400～1410 3．3 3．0 2．6 2．1 1．5 3．1 3．O 2．8 2．2 1．8 E
1500～1510 2．1 1．8 1．4 1．O O．8 3．3 2．9 2．5 2．1 1．6 SE

1600～1610 1．5 1．4 1．0 1．0 0．5 1．1 1．0 0．6 0．6 O．4 SE

1700～1710 212 2．1 1．6 1．3 O．8 2．8 2．4 2．O 1．5 0．9 SE
1800～1810 2．8 2．1 1，9 1，3 O．9 4．2 3．9 3，1 2．4 1．8 SE
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冷書気象の局地的発現勧樽ならぴに人工讐による局地気象改良に
関ナる研究（中間報告）　防災科学技術俺合研究速竈第7号1967

Obs．P． 岨　2 岨　1 Wimd
Heigh伽 direc一
JST 6 4 2 1 0，5 6 4 2 1 O．5 tiOn

Sept・13

0500～0510 0．6
． 一 一 一

1．1 1，0 0．4 0．1 0．1 E
0600～0610 0．8 0．7 0．6 O．5 O．5 1．0 0．8 O．5 0．3 0．0 E
0700～0710 2．3 2．1 1．6 1．4 O，9 3，5 3．2 2，9 2，3 1，6 E
0800～0810 2．8 2．7 2．2 1．7 O．3 2．9 2．7 2．6 2．0 1．5 NE
0900～0910 1．5 1．1 1．O 0．8 O．4 1．9 1．6 1．5 1．3 0．9 SE
1000～1010 1．6 1．5 1．3 O．8 0．7 2．5 2．5 2．3 2．1 1．4 SE
1100～1110 3．5 3．2 2．7 2．0 1．6 3．5 3．3 3．0 2．5 1．8 SE
1200～1210 3．5 3．2 2．7 2．2 1，7 3，8 3．6 3．4 2．8 1．9 SE
1300～1310 4．2 3．8 3．3 2．6 2．0 4．O 3．9 3．6 3．O 2．2 SE
1400～1410 4．3 3．8 3．2 2．5 2．0 4．5 4．4 4．0 3．3 2．3 SE
1500～1510 4．3 3．6 2．9 2．5 2．0 4．6 4．5 4．0 3．3 2．3 SE
1600～1610 3．1 3．0 2，4 1．6 1，2 4．1 3．9 3．4 2．7 1．9 S
1700～1710 2．1 1．9 1．6 1．1 O．6 3，3 3．1 2，7 2．O 1．2 S
1800～1810 1．6 1．5 O．9 0．7 O．6 3．2 3．0 2．5 1．9 1．3 SE
Sept・14

0500～0510 4．2 3．3 2．1 1．8 1．7 2．7 2．5 2．1 1．8 1．7 SE
0600～0610 3，8 2．0 1．9 1．5 1．1 4．2 4．O 3．O 2．3 1．5 SE
0700～0710 3．4 2．8 2．2 1．6 1．4 4．7 4．0 3．4 2．8 1．8 SE
0800～0810 3．3 3．2 2．8 2．5 1，9 5，2 4．4 3．8 3．0 2．O S
0900～0910 3．1 3．O 2．6 2．2 1．7 4．4 3，7 3．2 2．5 1．7 S
1000～1010 3．4 3．1 2．4 2．O 1．7 4．2 3，6 3．0 2．5 1．7 S
1100～1110 4．8 4．3 3．7 2．9 2I1 5．6 5．O 4．2 3．4 2．3 S
1200～1210 5．1 4．9 3．9 3．2 2．3 5．0 4．2 3．6 2．9 2．O S
1300～1310 4．4 4．0 3．5 2．7 211 6．4 5．6 4．7 3．9 2．8 S
1400～1410 4．9 4．5 3．7 2．9 1．9 4．5 4．0 3．6 3．5 2．0 S
1500～1510 7．5 6．8 5．8 4．7 3．5 3．9 3．4 2．9 2．4 1．6 S
1600～1610 2．7 2．4 2．O 1，5 0．9 3，8 3．4 3，0 2．4 1．5 S
1700～1710 O．8 O．4 O．4 O．3 O．0 1．7 1．3 0．7 0．7 0．4 N
1800～1810 3．9 3．4 2．O 1．5 1．4 5．0 4．8 3．9 3．1 2．0 SE
SePt．15

0500～0510 2．5 2．1 1．5 1，1 0．8 3，1 2．3 1．8 1．O 0．8 N
0600～0610 1．7 1．2 1．O O．9 O，6 2．1 1．7 1，2 O．8 O．5 N
0700～0710 1．0 1．0 1．0 O．9 0．6 2．1 1．7 1．4 0．9 0．8 NW
0800～0810 0．9 0．7 0．6 0．5 O．4 2．3 1．8 1．2 0．8 O．6 NW
0900～0910 2．6 2．3 1．9 1．5 1．0 3．2 2．9 2．7 2．2 1．3 E
1000～1010 5．0 4．5 3．6 2．8 2．1 5．1 5．O 4．O 3．2 2．O SE
1100～1110 3．4 3．1 2．6 1．9 1．4 4．9 4，5 4．1 3．0 2．0 SE
1200～1210 5．6 4．9 4．0 2．8 2．0 5．5 5．0 4．5 2．8 2．2 SE
1300～1310 4．1 3．5 2．8 2．1 1．5 4，1 3，6 3．2 2．5 1，5 SE
1400～141で 5．3 4．6 3．7 3．0 2．4 5．5 5．0 2．8 2．7 1．1 W
1500～1510 2．7 2．4 2．0 1．7 0．8 3．2 2．7 2．4 1．8 1．3 W
1600～1610 1．5 1．1 O．9 O．7 0．2 2．1 2．0 1．8 1．4 O．8 W
1700～1710 1．8 1．5 1．O O．4 0．0 1．6 1．1 O．5 0．2 0．1 W
ユ800～1810 2．2 1．9 0．8 O．3 O，O 3，3 2．2 1，5 0．5 O．3 W
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冷書気象の局地的発現機構に関する研究（第1報）一小沢・岩切・井上一

付表一2 十勝川流域移動倶測調査　　　気 温（℃）

地点
時

第1第2翻点観測庶豊北
養老 吉野 豊頃

刻 D　km 0．1 2．0 3．5 6．0 9，O 17．5
備 考

9月12日

0900 15．2 15．6 16．0 17．O 17．O 17．5 ◎10 ESE
1030 15．3 15．4 15，6 16．5 17．0 17．O ◎10 ESE
1300 15．0 15．O 15．2 15．8 16．4 i ◎10 ESE
1600 14．6 14．5 14．6 14．8 14．8 15．6 ◎10 SE
1700 13．1 13．O 13．7 14．2 14．2 16．6 ◎10 SE

9月13目

0730 14．6 15．8 15．9 15．4 ］5．O 15．O ◎8 ESE
0830 15．4 15．2 15，2 15，2 15．2 15．8 ◎8 ESE
1030 17．2 1718 18．5 18．6 17，2 18．O 内陸部ではSSW
1130 16．3 16．5 17．0 17．7 ． ・

”

1330 16．7 16．9 17．3 17．9 17．3 ‘ ◎8 ESE
1500 14，6 14，6 15．3 16．7 ユ6．2 ’ ESE
1600 14．7 14．8 14．4 14．6 14．8 15．2 Φ。 SSE
1700 13．7 13．7 13．7 13，8 13．9 14．8 SSE

9月14目

0900 14．O 14．O 14．O 14．0 13．6 ’ ◎10 SE
1000 14．0 14．2 14．3 14．4 14．5 13．8 ◎10 SE
1200 13．0 13．O 13．2 13．6 14．O 13，8 ◎10 SE
陶　”：海岸からの直線距雌
　　移動観測に要した時間は約30分間

　　　　　　　付表一3㈲地上の高さ60mまでの気温比較

観測点
m　　1 ㎜　2

目時高さ（m） 6 20 40 60 10 20 40 60 風向
Sept．12

0900 14．6 14．4 工4．3 14．3 一 14．1 14．1 工3．7 E
1000 15．0 1419 14．7 14．7 14．O 13．9 13．7 13．5 E
1100 14．8 14．4 14．3 14．3 一 13．7 13．4 13．1 E
1200 15．3 15．2 14．4 14．2 12．6 12．7 12，3 12．2 E
1300 15．3 14．8 工3．9 13．8 13．6 13．8 13．5 13．3 E
1400 16．4 15．6 14．2 13．8 13．8 13．8 13．9 13．7 E
工500 14．3 14．2 13．5 13．4 13．1 13．3 13．4 13．0 SE
1600 14．O 13．9 13．5 13．4 13．6 13．4 13．3 13．1 SE
Sept．13

0500 12．1 12．5 12．7 12．5

0600 12．9 13．4 13，3 12．9

0700 13．7 14．5 14．1 13．7

0800 15．8 15．9 15．2 14．O

0900 15．3 15．8 15．1 14．1

1000 16．0 16．6 16．2 14．5

1100 14．8 15．O 14．5 13．5

1200 15．3 15．4 15．6 15．2 16．8 16．7 16．7 16，5 SE
1300 15．6 16．0 工5．9 15．6 15．3 15．O 14．7 14．8 SE
1400 14．7 14．8 15．4 15．3 15．5 15．5 15．1 14．5 SE
1500 15．5 15．6 15．2 14．9 14．1 14．3 14．1 13．9 SE
1600 14．1 14．6 14．3 14．0 13．0 12．9 12．8 12．7 S
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冷讐気2の局地的発現㎝ならぴに人工8による局地気2改良に
臼ナる研兜（中問竈告）　防災科皐技行8合研冗竈O螂7号1967

付表一31bl

口測点 m－　1 仙　2
日時 6 20 40 60 10 20 40 60 風向
Sept．14

0500 12．1 12．7 12．2 11．9 12．9 12．9 12．8 12．6 SE
0600 12．3 12．6 12．4 ］2．0 12．9 12．9 12．9 12．8 SE
0700 12．4 12．6 12．4 12．2

0800 12．3 1215 12，4 12．2

0900 12．8 12．8 12．8 12．8
1000 13．3 13．3 13．3 13．3

1100 13．8 13．5 13．4 13．2

1500 15．7 15．6 15．5 15．4 15．6 15．5 15．4 15．0 S
1600 15．0 15．0 14．9 14．9 15．9 15，8 15．6 15．4 S
1700 14，9 14．9 14．9 14．9

1800 14．5 14．7 14．8 14．8
Sept・15

0500 614 7．9 8．2 8．O

0600 7．3 9．1 9．2 8．8

0700 9．7 11．9 11，7 ］O．8

0800 13．0 14．2 13．7 12．9 12．3 12．6 12．2 12．1 NW
0900 14．0 14．7 14．0 13．1 14．6 14．7 14，3 14．3 E
1000 15．9 15．3 】5．O 14．9 15．1 15．1 ‘ 一 SE
1100 15．8 15．6 15．5 15．5 15．9 15．7 15．6 15．3 SE
1200 17．3 16．7 16．5 16．4 一 17－2 17．O 16．5 SE
1300 1712 16．6 16．5 16．4 14．3 14．4 16．4 16．2 SE
1400 17．O 17．0 16．9 16．9 17．3 16．8 16．6 16．8 W
1500 15．9 16．2 16．3 16．3 16，8 16．7 16．6 16．5 W
1600 17．0 17．0 17．0 17．0 17．4 17．4 17．4 17．2 W
1700 14．9 15．5 15．7 15．6 17．2 17．1 17．1 17．2 W
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冷害気象の局地的発現棚砧に臼する研究（第1報）一小沢・岩切・井上一

　　　　　　付表一4ω　係気留，球による倶測結果（第2観測点）

S・pt．11．　1966（JST） Sept．12．1966

1527－1635 1650－1718 1745－1817 0800－0833
H血 T℃ Vm■s Remark H T V Remark H T V 胎mark H T V Remark
10 17．3 2．9 SSE◎10 20 19．5 3．6 SSE◎10 10 188 2．7 SSEαo 20 14．8 3，6 E

21 17．8 3．3 30 19．5 5．1 20 19．0 3．3 40 14．6 5．4

40 17．8 5．6 40 19，4 5．6 40 18．9 4．4 60 1414 5．1

60 17．5 5．6 60 19．3 5．8 60 18，9 5．3 80 142 5，9

80 17．5 6．0 80 192 6．5 80 18．8 5．4 100 13．9 4．2

98 17，5 6．8 98 19．1 6．9 99 18．6 5．9 130 13．7 4．3

128 17．4 7．4 127 18．8 6．4 128 18．5 6．2 160 13．4 5．2

158 17．2 7．4 156 18．6 6．O 158 18．3 6．6 200 12，9 7．4

193 16．7 7．2 193 18．4 6．9 196 18．1 7．2 250 12．6 8．5 E

241 16．5 8．0 238 18．0 7．O 244 18．0 7．7 298 11．3 6．8

287 16．2 7．8 284 17．7 8．2 288 17．9 8．7 394 11．5 6．2

380 15．5 8．6 329 17．5 9．3 385 17，2 7．8 85 10．9 5．1

457 15．O 10，3 371 17．5 9．1 473 16，5 7，7 580 10．4 5．2

514 14．4 8．8 457 17．0 9．7 560 15．8 6．6 618 9．8 ‘

584 13．9 8．6 535 16，2 9，4 634 15．1 6．3 585 10．2 一

655 13．9 6，2 606 15．8 8．2 567 15．1 6．7 490 10．6 ・

606 14．0 6，1 539 15．6 8．6 481 15，7 8．3 395 11．O ．

570 14．2 7I6 460 16，O 11．4 388 16．5 8．5 298 11．7 一

539 14，3 9．4 378 16．7 11．O 294 17．3 8．8 250 12．2 一

464 14，8 10．O 282 17．7 10，4 246 17．7 8．9 200 12．0 ‘

378 15．4 10．4 238 17．7 8．6 198 17．7 7．9 160 1214 ．

284 16．1 10，2 193 18．O 7．8 160 18．O 7．0 130 1谷8 一

242 16．1 8．3 156 18．3 7．4 130 18．5 6．3 100 13．0 ■

193 16．4 8．O 128 18．6 7．1 100 18．4 5．5 80 13．2 ‘

151 16．7 ． 98 18．8 6．7 80 18．6 4．7 60 12．8 一

125 17．4 8．6 79 18．9 6．7 60 18．6 4．2 40 12．6 一

98 17，6 7．2 59 18．9 6．0 40 18．9 4．2 20 12．7 一

79 一 7．0 40 19．3 5．7 20 192 4．O 10 12．8 ‘

59 17．7 5．9 20 1915 4．9 10 19．3 2．9

39 17．9 5．4 10 19．4 3．4

20 一 ・
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冷害気εの局地的発現触箏をらぴに人工暑による局地気象改良に
関する研究（中間報告）　防災科学技術俺合研兜遠O第7号1967

付表一4ω 係留気球による観測繕果（第2観測点）

SePt・12．　1966

0845－0923 0948－1014 1046－1120 115．3一工236
H T V Rema｛ H T V Remark H T V R㎝㎜k H T V Rem独
20 14．1 5．O E◎。O 10 14．O 3．9 E◎10 20 13．7 4．2 ENE◎10 10 12．6 4．2 E◎10
40 14．1 4．5 20 ］3．9 4．7 40 13．4 4．3 20 12．7 5．O Ouの出来

やや漬ず

60 13．7 4．7 40 ］3．7 4．6 60 13．1 4．O 40 12．3 6．7

80 14．O 5．8 60 13．5 5．4 80 12．8 4．8 60 】22 5．8

100 13．8 4．8 80 13．3 5．4 100 12．6 4．2 80 13．8 5．1

130 13，5 6，3 100 13．2 5．6 130 12．5 3．7 100 13．6 6．O

160 132 7．0 130 13．1 5．9 160 12．3 4．2 130 13．4 5．9

200 12．8 7．6 160 12．7 7．3 200 11．9 3．9 160 13．1 7．0

250 ］2．1 7．6 200 12．6 6，9 気球蟹に入る 250 11．6 3．9 200 12．8 6．3

300 1．6 8．9 250 ］2．1 8．2 230m気球みえず 300 11．1 3．9 249 12．4 6．8

399
11．5’

8，9 気球みえず 299 12．6 7．6 気球みゆSSE 400 10．5
4．3 294 12．2 7．1

489 1O．4’ 8．1 393 12．4 8，6 500 10．4 5．6 393 12．9 8．1

582 ］O．2 7．7 485 工O．7 7．9 気球みえず 600 10．0 6．5 478 11．5 9．0

634 10．O 7，2 574 1ヱ、2 同上 697 10．3 7．2 574 コ1．3 9．4

585 10．9一 8．4 662 12．3 600 11．7 ‘ 673 11．8 5．3

495 10．7 8．4 582 11．6 500 1116 ‘ 765 11．6 5．2

〕22 11．8 11．1 4．O
E

400 11．O 10．1 494 400 ． 846 気球量に入る

300 11．5 9．0 340m気球みえる 397 11．7 300 12．0 一 776 10．8 4．O

250．〕2D 8．4 300 11．7 250 12．4 ‘ 685 10．9 4．1

200一12．3 250 12．1 200 12．3 591 11．O 5．8 560m9．7 ． 気球みゆ

160≡コ2．4 8．9 200 12．5 160 12．4 ． 492 11．3 6．7 気球みえず

130 12．6 8．4 16C 12．7 ENE 130 12．5 396 11，7 6．7 435m
雲底170m ・ 気球みゆ

100 12．9 8．2 SSE 130 12．7 100 12．9 299 12．2 7．O 385m‘ 気球みえず

80 13．0 8，6 100 13．1 80 13．0 ‘ 250 12．3 6．3

40 〕3．工 9．5 80 13．】 60 11．O 200 12．5 5．9 230m‘ 気球みゆ

40 12．8 7．0 60 13．3 40 12．0 ． 160 12．5 5．9 ヨ底150m

20 13．2 4．4 40 13．4 20 11．6 ・ 130 12．5 6．O

10 132 4．1 20 13．7 10 11．0 一 100 12．9 5．7

10 13．8 80 12β 5．4

60 13．O 5．5

40 13．1 5．9

20 13．1 5．8

10 】3．1 4．2
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冷害気象の局地的発現概むに関する研究（第1報）一小沢・岩切・丼上

　　　付表一4‘cI係留気球による観測結果（第2観測点）

Sept・12．　1966

1302－1341 1345－1422 1445－1515 1546－16工9
H T V Rem批 H T V Re㎜血 H T V Rem枇 H T V Rema欣
10 13．6 2．3 SE 10 13．8 2．3 SE－E 10 13．1 5．3

SE
◎10

10 13．6 2．1 SE
20 13．8 3．7 20 13．8 2．8 20 13．3 5．5 20 13．4 2．5

40 13，5 4，8 40 13．9 2．5 SE 40 13．4 5．1 40 13．3 2．9

60 13．3 5．2 60 13．7 3，4 E 60 13．O 5．9 60 13．1 3．1

80 13，1 3．1 80 13．7 2．4 80 12．8 6，3 80 12I9 2．5

100 12．9 6．1 100 13．6 3．1 100 12．6 6．3 100 12．8 2．4

130 1216 5．O 130 13．5 4．8 130 12．5 4．9 130 12．6 3．0

160 12．3 4．6 16．0 13．4 5．3 160 12．5 5．6 160 12．3 3．2

200 12．O 6，O 210気球冒に入 200 13．1 5．3 天頂3なし200 13．2 4．8 200 12．1 3．1 気球雲に入る

250 1・1，9 4．8
る

249 13．9 6．1 250 13．3 4．4 249 11．8 5．2

299 1工．6 5，1 298 12．5 6．6 3◎◎ 13．1 4．O 298 11．7 3．8 E
398 11．4 6．6 395 12．1 7．7 E 399 12．6 4．O E 396 11．8 6，8 E
494 11．3 7．1 E気球みえず 491 11．5 7．8 E 98 11．8 4．4 E 489 11．6 6．8

591 10．9 5．7 587 11．3 5．6 ENE 593 11．2 4．6 E 580 11．4 6．6 NE
687 10．9 2．1

】
≡
；

679 11，8 6．O NE 685 10．8 5．7 640m気球みゆ 気球みえず 666 10．9 7．2 NE
780 11．3 2．2 継なる 769 11．7 4，2 ENE 597 10．8 6．4 587 11．O 7．6

861 11．4 2．2 689 11．4 4．9 499 11，2 4．9 494 11，6 7．5

785 11．O 4．3 593 11．5 4．7 399 11．6 4．9 398 12．1 7．3

693 11．4 3，5 495 11．1 6．4 300 12．0 5．6 299 12．7 7．2

597 10．8 3．2 398 11．1 6．4 250 12．3 5．6 250 13．8 6．8

498 11．2 5．4 299 12．6 4．5 200 12．7 5．6 200 12．5 4．2 SE
398 11．7 6．3 250 13．2 4，2 160 13．0 5．5 SE 160 12．4 3．7

300 12．6 6．5 SE350m 200 13．2 3．1 130 13．3 4．9 130 12．6 3，8
E

250 13．O 6．5 160 13．4 3．3 100 13．6 4．7 SE 100 12．8 3．8 SE
200 13．3 6．5 130 13．4 3．9 80 13．7 4．5 80 12．7 3．8

160 13．5 6．5 100 13．4 4．7
SE
120m 60 13．7 4．3 60 12．9 3．7

130 13．4 6，5 80 1314 4．5
SEとなる

40 13．2 4．3 40 12．9 3．7

100 13，6 6．5 60 13．5 4．6 20 13．2 4．3 20 1310 3．6

80 13，4 6．5 40 13．6 4．7 10 13．2 4．3 10 13．1 2，8

60 13．1 6．4 20 13．4 4．8

40 13．6 5．9 10 13．5 4．7

20 13．6 5．6

10 13．7 3，7 太oみゆ
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冷害気象の局地的発現独箏ならぴに人工蟹による局地気象改良に
囚ナる研究（中間報告）　防災科学技行僚合研完邊O㌶7号1967

付表一4ω 係留気球による観測結呆（第2観測点）

Sept． 12． 1966

1640－1719
　H

　10

　20

　40

　60

　80

100

130

160

199

249

297

394

483

564

639

577

＝492

397

299

250

200

160

130

100

　80

　60

　40

　20

　10

T
13，4

13，4

13，2

13，1

12，9

12，7

12I5

12，3

12．∩

12，3

12，8

12，9

12，5

12，0

11，5

11，3

11，7

12，3

12，7

12，3

11，8

12．O

122

12，4

12，3

12，5

12，6

12，8

12．8

V
1．5

2．6

3．0

2．7

2．8

2．7

3．0

2．7

2．9

3，3

5．7

6．8

6．9

8．0

7．4

7．2

7．3

7．3

6．0

4．4

4．4

4．4

4．4

4．4

4，4

4．4

4．4

4．4

4．4

Rem批
SE

SE

1744－1821
H
　10

20

40

60

80

100

130

159

199

248

295

382

467

548

566

564

483

394

298

239

199

160

130

100

80

　60

　40

　20

　10

13，2

13，2

13，1

13．0
1。、。1

12，6

12，4

12，2

11，9

11，6

11，2

10．7

1工．3

11，1

11，0

11，2

11，5

12，0

11，4

11，5

11，6

11，7

11，8

12，0

12，2

12，3

12，4

12，5

12．5

V
2．9

3．5

5．0

4．6

4．8

5．9

5．4

6．1

5．9

5，7

5．8

5．8

6，1

7，3

6．0

5．6

5．9

6．1

5．7

5．8

5．8

5，7

5．6

5．5

5．5

4．9

4．8

4．7

4．5

Rだm訂k

気球ヨに

Se　p　t．　13j

1140－1225
H

気球みえず
高度不正確

夜問降雨あ

　10

　20

　40

　60

　80

1100

130

160

200

250

300

400

500

600

699

600

500

400

300
1。。。

200

160

130

100

80

　60

40

20

10

　T

19，5

19，5

19，4

18，5

18，4

18，1

17，7

17，3

16，9

16，4

16，1

17，0

17，8

17，7

17，1

16，5

16，5

17，3

17，5

17，5

15，7

15，5

15，8

15，9

16，2

16，5

16，7

16，7

16．8

V
3．2

4．1

6．7

6．1

6．5

5．3

5．6

4．6

5．9

5．8

5．7

2．6

2．8

2．8

2．5

3，2

1．0

2．0

2．4

1．6

3．0

4．6

4．9

5．1

4．5

4．8

4，8

4．7

4．6

R㎝a血

S－SSE
⑪Cs8

㎜　　鮒SS胸る

SE
　　580m
S腕る

SSE

　NE

　NNW
幽5m
、急遼にSSE

　SE

S　SE

S－

　S　SE

1966

1255－1345
H
　10

20

40

60

80

100

130

160

200

250

300

400

500

600

699

792

880

797

700

600

500

400

300

250

200

160

130

100

　80

　60

40

　20

　10

T
16，7

17，0

16，9

16，2

15，8

15，7

15，3

15，0

14，6

14，2

15，0

15，8

14，2

13，6

13，8

13，7

13，1

13，3

13，8

13，9

14，5

15，2

15，9

15，2

14，0

13，9

14，0

14，2

14，2

14，8

14，7

15，0

15．3

V
4，9

3．9

5．9

6．3

6．9

5．4

6．3

5．9

5．7

2．8

1，3

1．8

1．9

3．5

4．8

2．3

2．5

3．9

3．1

2．5

2．9

2．7

1．4

2．5

3，8

5．0

5．1

5，4

5．8

5．6

5．8

5．6

4．6

胎ma止

SE
⑪Cφω

S　SE

　S

NW
ENE
SE

ENE
　E

SS週

S　SE

SE
　E

　E

SE

SE
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冷害気象の局地的発現侵わに困する研究（第1報）一小沢・岩切・井上一

　　　　付表一41e1係留気球に』1る観測結果（第2観測点）

Sept　　　13　　　　　1966

1346一・1420 1445－1516， 1550－1630 1652－1726
H T Y Rema血 H T Y Remark H T V Remark H T V Remπk
10 15．5 4．4 SSE一 10 14．1 6．7 S 10 13．O 4．0 S　◎ 20 12．8

3．O S
SE⑰ ・CsCc2 ①Ou4

20 15．5 5．8 20 14．3 6．7 20 12．9 6．1 40 12．7 4．3

40 15．1 5．3 40 14．1 7．6 40 12．8 6．2 60 127 5．7

60 14．5 6．2 60 13．9 7．9 60 12．7 8．4 80 12．4 5．5

80 142 7．6 80 13．8 6．2 80 12．5 7．3 100 12．3 5．6

100 14．0 8．O 100 13．5 8．0 100 12．3 7．7 S－SW 130 12．2
5．6

130 13．7 6．1 130 13．2 8．0 130 12．2 9．7 160 11．9 5．9

160 13．4 7．2 160 1219 7．6 160 12．0 9．1 200 11．6 5．5

200 13．1 7．2 200 12．5 6．7 200 11．8 8．8 249 11．2 6．0

250 12．8 5，8 250 12．7 6．3 SE 250 11．3 7．9 SSW 298 10．9 5．8 280皿気球螂
300 12．8 4．8 300 12．4 5．2 299 10．9 7．7 395 10．3 5．9 S

400 13．5 3．8 398 12．2 5．6 sE 395 10．6 8．1 SSE 489 10．1 5．7 S
498 14．3 3．7 SE 491 12，5 6．1 SE 495 10，4 6．4 ssE 585 10．1 5．9 S
596 14．1 5．0 NE 582 12，9 5．5 SSE 589 10．3 5．8 SSE 669 10．0 4．8 s
691 13．7 3．9 SE 676 14ユ 4．2 SSE 682 9．8 6．0 SSE 591 10．1 5．8

785 13．4 3．6 SE 589 129 4．9 594 9．6 6．2 495 10．6 5．8

697 13．2 4．3 496 12．8 4．9 497 10，5 5．9 398 10．2 5．8

599 13．4 3．9 399 12．4 4．9 398 10．7 5．9 299 10．5 5．7

500 13．9 3．9 300 12．3 4．9 300 10．6 5．8 s 250 10．8 5．3

400 14．2 2．5 250 12．3 5．4 250 10．7 5．6 S 200 11．3 5．O

300 12．6 3．1 200 12．2 6．8 200 11．1 5．2 SSW一s
160 11．5 4．9

250 13．O 3．1 160 12－4 6．8 160 11．5 5．4 130 12．0 4．9

200 13．1 3．8 130 12．7 6．8 130 11．9 5．4 100 12．1 4．9

160 132 4．9 100 13．2 7．1 100 12．0 5．6 80 12．3 4．9

130 13．5 5．3 80 13．4 7．1 80 12．2 5．6 60 12．4 4．8

100 13．9 5．6 60 13．8 7．0 60 12．3 5．5 40 12．7 4，7

80 14．0 5．8 40 13．8 7．O 40 12．7 5．4 20 12．7 3．4

60 142 5．9 20 13．9 7．1 20 1218 5．7 10 12．8 2．5 S

40 14．2 6．O 10 13．9 7．1 SSE 10 12．9 3．5 S

20 142 6．1

10 142 6．1 SE
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冷害気εの局地的発現概む庄らぴに人工8による局地気負改良に
田ナる研究（中間報告）　防災科掌技術総合研究遠竈第7号1967

付表一4ω 係留気球による観測結果（第2観測点）

SePt．13．1966 SePt．14．　1966

1741－1812 0510－0527 0549－0611 0648－0727
H T Y 胎ma血 H T V Rema血 H T Y Rem砒 H T V Rema血
10 13．0 1，6 S 10 14．8 2．9

SSE
◎Cu8 ◎NS10

10 12．9 3．5 SE　◎ 10 11．4 3．6 SE
20 12．9 2．7 20 14．5 4．0 20 12．9 3．5 20 11．8 4．4

40 13．0 4．0 40 14．2 5．2 40 1219 4．9 40 11．7 511

60 12．9 5．4 60 14．1 6．6 60 12．8 4．7 60 1114 5．2

80 12．8 5．O 80 13．9 6．2 80 12．5 4．9 80 11．7 6．8

100 12．7 5．4 100 13．6 6．4 100 12．3 5．6 100 12．0 6．7

130 12．5 5．4 SSE 130 13．4 6．O 蟹底130m 130 12．1 6．O 130 11．6 6．4

160 12．2 5，3 160 12．9 6．0 160 11．9 6．0 160 11．6 6．4

199 11．9 6．9 200 12．6 6．0 200 11．6 5．6 曇底170m 200 11．3 6．7

249 11，5 5．O 250 12．2 5．6 250 11．2 5．1 SSE一SE 250 11．1 6．6

297 11．2 5．9 280m 300 11．8 5．0 300 10．8 6．8 330m気球量 気球みえず 299 10．6
5．6

393 10．5 5．9 250 11．8 5，2 397 10．2 7．8 SSE

繊鮒
397 10．3 4．3

487 10．3 6．5 SSE 200 12．0 5．O 300 10．3 4．7 496 9．9 4．4

585 10．2 5．4 SSE 160 12．2 5．2 250 10．5 5．4 591 9．5 4．7

662 10．8 5．4 SSE 130 12，3 5．O 200 10．7 5．4 685 9，1 4．8

591 10．1 5．4 100 125 5．0 160 10．8 5．4 596 9．O ■

495 10．4 5．8 80 12．6 5．O 130 11．O 5．2 497 9，8
■ SSW

397 10，1 6．2 60 12．6 5．0 100 112 5．2 398 10，3 450mSSW
‘ 気球みゆ

298 10．5 5．5 40 12．8 5．O 80 11．3 6．O 300 10．7 S
一 370m　S

249 10．8 5．O 20 12．9 3．2 60 10．5 6．2 250 10．8 ■ SSE
200 11．2 4．2 10 12．9 3．2 SSE 40 10．7 6．2 200 10．9 一

160 11．6 5．2 20 10，9 6．1 160 一 一

130 11．9 5．2 10 10．5 3．6 SSE 130 ■ ‘

100 12．O 4．1 100 一 一

80 12．3 4．1 80 ■ 一

60 12．4 4．2 60 i 一

40 12．5 4，2 40 一 ．

20 12．7 2．7 20 ・ ‘

10 12．7 2．5 SSE 10 一 一 SSE
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　冷害気象の局地的発現槙箏に関する研究（第1報）一小沢・岩切・丼上一

、付表一4＠　係留気球による観測緒果（第2観測点）

Sept．　　14．　　　　1966

1414．1455 1456－1530 1600－1630 1659・1726
H T V Remark H T V Rema欣 H T Y ．Remark H T V Remark

10 15．3 3．3
◎
10 15．6 3．9 SE 10 15．9 2．8 SE 10 18．6 1．3 ENE雨あがる ㊧o1O

20 15．3 4．9 20 15．5 5．5 20 15．8 4．6 20 18．5 2．2

40 15．0 7．8 40 15．4 4．8 40 15．6 5．6 40 18．4 2．4

60 14．8 8．2 60 15．O 6．2 60 15．4 6．0 60 18．2 2．7

80 14．6 7．5 80 15．4 6．2 80 15．1 8．1 80 17．9 2．3 NE
100 14．5 6．9 100 14．8 6．2 100 15．1 8．9 100 17．8 2．7 NNE
129 14．3 7．6 130 14．7 6，7 130 15．1 8．1 130 17．6 2．1 W
156 14．2 8．2 159 14．4 5．O 159 14．5 8．7 160 17．5 2．4 W－N

193 14．2 8．6 199 14．1 6．4 199 14．4 9．5 S 200 17．5 3．5 NW
228 14．2 9．9 246 13．9 6．8 S 247 14．1 8．0 SE一SE 249 17．3

4．3 W
276 14．1 11．3 291 13．7 8．1 293 13．9 7．4 s 295 17．1 6．3

346 13．8 9．9 376 13．8 15．1 SSW 380 13．8 11．6 SSW 380 17．2 8．5 W
415 13．7 11．2 441 13．7 14．6 SSW 441 13．5 12．3 SSW気球みえず 453 17．O 10．0 W
479 13．8 11．O 509 13．1 14．5 SSW 509 13．5 14．7 同上 535 16．2 8．6 W
566 12．8 10．0 SW 573 12．6 14．3 SW 573 12．4 13．7 同上 470 14．O 11．4

594 12．5 9．7 530 12．7 12．8 544 一 16．6 385 14．4 11．3

587 12．5 13．0 SW 470 13．4 13．1 473 ‘ 15．2 297 14．6 7．4 NW
520 12．7 13．O 382 13．4 13．1 390 一 13．5 250 14．7 5．5

453 13．7 132 291 13．5 12．6 298 一 10．9 200 15．9 4．O

376 13．7 13．2 245 13．8 10，6 249 ■ 9．8 160 15．2 3．2

291 13．8 12．5 SSW 198 13．9 8．5 S 200 一 8．6 130 15．7 2．4 W
247 14．O 11．O 159 14．O 7．0 160 ． 6．0 100 16．O 1．5 NNE
199 14．2 9．4 130 14．1 6，5 SSE 130 ■ 3．7 80 16，1 1，2

160 14．1 5．4 100 14．3 6．1 100 一 5．4 60 16．4 1．1

130 14．3 6．6 8◎ 14．5 4．6 sE 80 ・ 5．5 40 16．5 1．1

100 14．5 5．5 SE 60 15．O 5．6 60 一 4．2 20 16．7 1．1

80 14．6 5．0 40 15．2 5．6 40 一 3．4 10 16．7 1．1 NE
60 14．9 4．8 20 15．5 5．O 20 ‘ 3．4

40 15．2 4．6 10 15．6 4．7 SE 10 一
（0．6） SSW

20 15．4 4．6
夜半雨かなり
強し

10 15．5 4．6 SE
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冷害気婁の局地的発現舳ならぴに人工8による局地気ε改良に
関ナる研究（中間報告）　防災科学技術讐合研先竈“覧7号1967

付表一4ω 係留気球による観測結果（第20測点）

Sept．15．　1966

0630－0705 0752・0832 0845・0919 0945－1021
H T V ㎞ H T V

Rem町k H T V Rema｛ H T V Rema水
10 8．3 1．3 NW 10 12．3 1．7 EM1：

○Cu
10 14．6 3．5 WOouo 10 15．1 6．0 SOCu1

20 8．4 1．1 WNW 20 12．6 2．O N－E 20 14．7 4．5 W 20 15．1 7．4

40 8．3 2．1 NW 40 12．2 3．0 40 14．3 3．8 S 40 ■ 5．2

60 8．4 2，2 60 12．1 4．O 60 14．3 4．8 60 i 7，4

80 8．6 3．4 80 12．1 2．4 NNW一E 80 13．8 4．2 80 14．6 7．2

100 9．4 6．2 100 11．7 4．3 NNE一
㎜
100 13．7 2．1 100 14．4 7．8 S

129 9．7 7．8 130 11．6 5．5 NNE‘
w
130 13．3 4．7 130 14．3 5．5

158 10．1 9．8 160 11．3 3，8 N 160 13．3 6．2 SW 160 13．9 8．O

195 10．4 9．2 200 11．4 6．5 NW OO 12．7 5．1 不定 200 13．7 7．6 S一SW
240 10．5 9．8 NW 249 11．6 8．3 NNW’NW 249 12．6

3．5 NW 249 13．1 7．4 SW
278 11．0 11，9 NW 293 11，5 10．2 NNW 299 12．2 6．6 NW 297 12．7 5．9

350 11，9 13．7 NW 385 11．7 11．8 395 11．3 7．4 W 393 12．4 5．4 NW
399 12．6 17．6 NW 460 11．5 12．8 NNW 87 11．2 911 NW 483 11．2 7．1 W
350 12．9 17．9 NW 525 10．9 14．3 NNW 580 10．6 10．7 NW 556 11．4 6．6 NW
280 12．8 17．6 573 11．1 182 NNW 618 10，1 10．4 NW 666 11．2 8．3 NW
240 12．6 15．6 520 11．O 19．9 589 10．2 12．2 NW 571 11，2 9．0

193 1211 13．5 453 10，9 19．O 94 10．6 11．O NW 489 11．6 7．7

156 12－2 11．0 376 11．7 16．6 NNW 391 11，5 10．6 NW 395 12．2 6，6 NW
129 122 9．9 290 12．3 14．0 299 12．2 7．4 NW 299 12．7 8．5 W
99 12．O 8．6 248 12．3 11．4 249 12．6 7．4 W 449 13．1 3．9

80 11．9 7．3 200 12．2 7．5 200 13．1 5．8 200 13．6 3．7 S

60 10．6 4．3 160 12－2 5．2 160 13．4 5．8 WSW 160 13．8 8．0 SSW
40 10．O 3．2 130 12．5 3．7 130 13．6 5．6 S 130 14．1 7．9

20 10，0 3．2 100 13．O 3．9 100 13．6 4．8 S 100 14．3 7．9 S

10 10．O 3．2 NW 80 13，2 4．3 80 13．6 6．O 80 14．5 7．6

60 13．5 4．7 60 13．7 7．3 60 14．7 7．0

40 13，8 4．4 40 14．O 7．O 40 15．O 7．2 SSE
20 14，2 3．O 20 14．0 6，9 20 15．2 7．2 S

10 14．2 2．1 NNW 10 14．2 514 S 10 15．3 7．O S
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冷害気象の局地的発現松篶に関する研究（第1報）一小沢・岩切・井上一

付表一4ω　係図気球による観測結果（第2硯測点）

Sept，15．　1966

1047－1127 1141－1212 1250－1328 1342－1427
H T V Rema」止 H T V Rema此 H T V Rema此 H T V 胎m枇
10 15．9 5．7 S 10 3．9 SE

◎Cu8 一 10 14．3 7．O S 10 17．3 7．4 ①Ou2
w20 15．7 7．1 20 17．2 4．6 20 14．4 7．3 20 16，8 7．5

40 15．6 6．9 SW 40 17．0 4．7 S 40 16．4 7．5 40 16．6 9．8 NW
60 15．3 6．6 S 60 16．5 10．0 60 16．2 9．2 60 16．8 11．3

80 15，0 8，4 80 16．2 9．1 80 15．8 9，5 80 16，7 9．9

100 14．7 6．7 100 15．9 10．O 100 15．3 10．O 99 16，4 9．2

130 14．9 8．2 130 15．7 10．1 130 15．3 10．2 127 16．2 11．0

160 14．4 6．8 S－W 160 15．6 9．7 160 15．1 9．2 155 16，2 11．0

200 14．7 4．6 不定 200 15．2 10，1 199 14．7 8．3 191 15，9 11．4

250 14．3 5．7 不定 249 14．8 9．9 249 14．5 8．1 240 15．5 9．8

300 14．1 5．5 W－N一E 299 14．6 8．1 S 298 14．5 5．8 287 15．1 10．O

400 13．7 4．8 凪向変帳NW 398 14．1
5．8 S 396 14．O 5．5 382 14．2 10．0 NW

498 12．8 3．4 N 496 13．3 5．3 S 492 13．O 7．5 478 132 9．9 ㎜
596 11．7 5．2 NNW 593 12．6 4．9 不定 589 11．9 4．7 535 12．7 8．O NW
691 10．5 5．9 N 687 11，5 4．0 WSW 685 11，1 6．0 NW 569 12．4 9．O NW
599 10．2 2．5 596 11．2 3．7 S 591 11．7 9．7 556 12．4 9．5

500 11．1 （0．7）　E 497 11．9 4．3 SSW 498 11．9 3．5 NW 487 12．6 10．0
400 12．1 （O．8 W 398 12．7 4．3 398 12．8 5．7 390 13．4 10．2

300 12，2 1，3 W 299 13．6 4．6 299 13．5 8．1 295 14．2 8．1

250 13．7 3．1 S 250 14．0 6．0 249 14．O 8．1 W 248 14．8 9．5
200 13．7 5．7 200 14．5 7．3 200 14．6 5．6 199 15．3 9．0

160 13．8 6．4 160 14．4 8．4 160 15．3 5．O 159 15．8 11．3

130 14．0 7．3 130 14，3 8．4 130 15，5 1．4 SSW 130 16．O 11．6
100 142 7．5 100 14．3 10．O 100 15．8 4．3 100 16．2 11．6

80 14．4 8．1 80 14．3 10．O 80 16，2 4．8 80 16，2 11．7

60 14．7 8．1 60 14．3 8．4 60 16．2 4．6 W 60 16，3 11．7

40 14．7 8．3 40 14．3 9．3 40 16．1 5．3 40 16．4 11．7

20 15．1 8．5 20 14．3 9．1 20 16．7 5．8 SW 20 16．6 10．6

10 15．5 8．5 s 10 14．3 5．6 SSW 10 16．8 7．4 SW 10 16，7 7．1 NW
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　冷害気象の局地的発現機構ならぴに人工5による局地気象改良に
　関ナる研究（中問報告）　防災科学技術総合研究速報第7号1967

付表一41jj係留気球による竈測結果（第2観測点）

Sept．15　　1966

14．46－1530 1544－1620 1645　－1730 1731－1808
H T V Rem訂k H T V 胎㎜a－k H T V ㎞ H T V

R㎝㎜欣

10 16．8 4．6 w 10 17．4 2．3 ㎜ 10 17．2 3．3 w 10 13．3 5，7 w○Cu1 ○Ou2 OCu1 OCuo
20 16，7 5．7 20 17．4 3，3 20 17．1 5．7 20 15，8 6．7

40 16．6 5．2 40 17．4 5．7 40 17．1 7．2 40 15，7 7．6

60 16，5 7．6 60 17．2 5．9 60 17．2 5．7 60 15．7 10，0

80 16．4 8．6 80 17．O 3．7 80 17．1 5．6 79 15．7 9．6

100 16．3 9．0 100 16．8 3．7 100 17．0 7．1 98 15．5 11．O

130 16．0 8．6 130 16．2 5．4 129 16．9 8．O 123 15．3 11．3

159 15．7 9．2 160 16．1 5．9 158 16．7 8．3 150 14．7 10．6

199 15．5 9．2 199 16．3 5．0 196 16．3 8．7 187 14．6 10．9

247 15．O 7．0 249 15．5 5．0 242 15．9 9．6 231 14．4 10．8

294 14．7 8．4 299 15．5 7．1 290 15．5 9．6 272 14．1 10．4

390 14．3 8．1 397 14．8 7．2 380 14．6 9．3 363 13．7 9．0

485 13．5 7．5 W 492 13．9 7．2 467 14．0 9．0 449 13．1 8．3

582 12．6 6．9 582 13．O 6．7 544 13．2 9．4 525 12，5 8，5

658 11，7 7．1 W 679 12．3 6，7 NW 606 12．4 9．0 NW 594 11．9 7．6 NW
589 11．3 7．0 589 11．9 7．O 560 11．6 9．5 535 1一、6 10．6

492 12．0 515 495 12．3 6．2 470 12．1 10．O 453 1’～．5 10．3

396 12．7 3．3 NW 398 13．3 6．O 385 12．7 9．9 371 13．2 10．3

298 14．0 4．7 299 14，1 5，2 294 13．5 9．O 280 13．6 917

249 14．3 4．2 250 14．6 5．2 245 14．2 9．0 236 13．8 9．0

199 14．8 4，6 200 15．0 4．8 198 14．5 8．7 192 14．1 8，1

160 15．3 3．4 160 15．4 4．9 159 14．9 7．5 156 14．3 7．8

130 15．7 4．8 130 15．7 4．9 130 15．2 6．4 128 14．3 6．3

100 16．1 3．0 100 16．O 4．9 100 15．5 5．7 99 14．2 8．0

80 16．3 3．7 80 16．2 4．9 80 15．6 6．9 80 14．2 9．O

60 16．6 5．4 60 16．4 4．7 60 15．8 7．O 60 14．3 9．4

40 16．9 5．O 40 16．6 4．4 40 15．9 7．0 40 14．3 8．9

20 17．1 3．7 20 16．8 4．3 30 16．0 6．9 20 13，9 5．9

10 17．1 3．5 NW 10 17．O 4．3 NW 20 一 6，4 10 13，8 5．O NW
10 ． 6．5 NW
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